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掛川市教育委員会定例会議事録 
会 議 名 令和３年12月掛川市教育委員会定例会 

場  所 掛川市役所南館 会議室 

開催日時 令和３年12月22日（水） 午前９時30分から午前10時58分まで 

出 席 者 教育長       佐藤嘉晃 

教育長職務代理者  戸塚忠治 

委員        岩尾千佳子 

委員        橋山鈴代 

委員        馨 敏郎 

教育部長           山梨 実 

こども希望部長        原田陽一 

教育政策課長         尾崎和宏 

こども給食課長        鈴木英雄 

図書館長           後藤晶子 

学校教育課主席指導主事    柴田勝明 

教育部政策官         及川文孝 

教育政策課教育政策係長    泉田由妃 

教育政策課教育政策係指導主事 髙坂敦洋 

教育政策課教育政策係指導主事 沢田佳史 

 

１ 協議事項 

(1) 掛川市学校運営協議会規則の一部を改正する規則について 

(2) 学校トイレ個室内等による生理用品非対面配布検証結果について 

２ 報告事項 

(1) 地域部活動推進事業進捗状況について 

(2) 教育費の割合と全国学調の平均正答率の関係について 

(3) 掛川市の教育DXについて 

(4) 第２回理想の学校アンケートの実施について 

(5) 給食まんてんだよりについて 

(6) 掛川市内小中学校のあらわれについて 

(7) 「こころの相談ノート」運用について 

(8) キャリア教育優良学校文部科学大臣表彰について 

(9) 養護教諭制度80周年記念学校保健功労者文部科学大臣表彰について 

(10) 「図書館フェスティバル」開催報告について 

(11) 令和４年度掛川市立幼稚園園児数見込みについて 

 

 

１ 開 会 

 

  教育長：教育委員会12月定例会を開会します。 

 

２ 教育委員会11月定例会議事録の承認について 

 

   意見のあった箇所を訂正することとし、承認された。 

 

３ 事務報告及び行事予定報告 

 

     教育部長から事務報告及び行事予定について、主な事項の説明があった。 

 

４ 協議事項 

 

  (1) 掛川市学校運営協議会規則の一部を改正する規則について 

学校教育課主席指導主事から資料のとおり説明があった。 
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教育長：学校運営協議会について、人数の改正をおこないます。補足すると、学校評議員会

制が始まったときに、掛川市は早めに取り組んだわけですが、その時には、10人超え

ているところが多かったです。今回コミュニティスクール、学校運営協議会に移行す

るにあたって、初年度は学校評議委員会のメンバーをそのまま移行したという経緯が

あります。そのため、大きな人数のまま残ってしまった学校が多かったです。当初は

校長が会長を務めるという状況もあり、いろいろ協議する中で意見の集約が難しいと

ころがありました。学校運営協議会制度になれば、校長が会長である必要もなく、会

の中から選出すればよくなりました。おそらく現在は地域の方にお務めいただいてい

ると思います。そのような流れの中で、人数についても会議が進めやすい適正な人数

となるよう改善することにしました。 

戸塚委員：事務局は学校の職員がやるのですか？ 

学校教育課主席指導主事：現状は通知などは教頭が送っています。本来はCSディレクターと

いう方がいて事務局を務めることになります。掛川市は学園化を進めて地域コーディ

ネーターという社会教育の関係の方がいて、その人が学校のボランティアの取りまと

めなどをしています。掛川市にはCSディレクターと同等な地域コーディネーターがい

らっしゃいました。その人が担ってくれればありがたいのですが、今の学園の仕事が

あるので、両方はお願いしにくく、学校が通知を出しています。 

戸塚委員：できるだけ学校の職員じゃないところで通知や議事録などをやってもらった方が

よいのではないかと思います。今までの学校の会、同窓会等は、学校の職員が事務

局になって特定の個人に負担が行ってしまうことが多かったです。せっかくこうい

う協議会を設けたのなら、地域の人が中心になりながら段取りをしてもらえるよう

になるとよいと思います。 

学校教育課主席指導主事：まさにそのあたりが課題です。会長を校長から地域の方に変える

ことはできたので、次は事務局を移行していきたいと思います。 

教育長：なるべく学校から離れた形でやれるようにしたいです。実際に地域が強いところは、

学校が運営を行っていないところがあります。 

 

その他の意見はなく、承認された。 

 

(2) 学校トイレ個室内等による生理用品非対面配布検証結果について 

学校教育課主席指導主事から資料のとおり説明があった。 

 

教育長：全国的にも実施しているところがそれほどないと思います。 

学校教育課主席指導主事：県内では高校で有料で１か所あります。大学では、企業と連携し

てスマホで登録して出してもらうというところがありました。 

教育長：福祉の関係はどのようにやっていますか？ 

教育部長：福祉は、支所とふくしあで配布しています。目的は貧困対策です。昼用と夜用で

セットで１週間分をお渡ししているそうです。利用はそんなに多くはなく、月に３

～４件です。 

橋山委員：普通生理については、母親が子どもの周期をみて、生理用品をもって行くようア

ドバイスするのが本来ではないでしょうか。周りが見てあげると、親子の関係が希

薄になりそうですが。生理用品は学校や教育委員会が準備するものなのかと思いま

す。 

学校教育課主席指導主事：世の中に足長おじさんがいつもいてくれればいいですが、教員と

しては、困ったら相談をするようにする、という関係を築いてから、社会に出て行っ

てもらいたいと思っています。これが、何かあったら、トイレに行けばあるという状

態だと、世の中に出たときに、相談できないようになって困らないか心配です。なの

で、小学校では従来通り対面でやりつつ、中学校は言い出せない子や、母親が用意で

きない家もあるので助けになるように始めたいです。 

橋山委員：理解はできますが、それでよいのか疑問は残ります。 
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馨委員：今の性教育がどうなっているのか、私はよくわからないです。そういう状況の中で

LGBTQの人権教育がでてきていて、アンバランスだと思っています。現状、性について

の勉強を子どもたちがどのように学んでいるかが分かれば、生理用品をトイレに置い

ておくこと、手に入らないということとの関係が分かりやすくなると思います。性教

育がどうなっているのか学ぶチャンスがなくて分からないので何らかの形で勉強した

いとは思いますが。この部分だけが取り上げられて、女子だけ呼ばれて、となると、

何かもやもやした特別な対応になっていると思います。 

岩尾委員：会合でこういうことを話すこと自体が不思議です。LGBTQや性教育が自分たちの時

とは変わってきています。昔から、女子だけ呼んで、というと、男子は大体こそこ

そいろいろ言っています。しかし今は、男性も、女性が生理の時は機嫌が悪くなる

ことを知っていたりします。女の子の体のバランスが昔より早熟なので、男の子も

いろいろ知っていた方がよいのではないかと思います。アニメや漫画もあります。

また、貧困とは別に、父子家庭などで、生理について親と話をしたくない人がいる

ようです。そういう場合は女の子のお友達同士で融通はできるのかと思ったりしま

す。性教育、LGBTQなどと合わせて考えなければならないと思います。 

教育長：全面的に進めるというつもりはなく、ここで協議をしていきたいと思います。気に

なっているのが、貧困という視点で学校教育は、就学支援率でみていくのですが、現

在掛川市は６～７％、全国で14％で、掛川市は低いです。議員さんからもっと啓発し

なければならないのではないかといわれるが、学校もかなり発信しています。貧困が

多いまちではないとは思うので、これをあえて積極的に出していくのがよいのかどう

かと思います。ある中学校長が、トイレットペーパーの感覚になっているのではない

かということでした。全国の流れを様子見しますが、あまり行われてはいないです。

学校独自の判断で実施しているかもしれないですが。 

学校教育課主席指導主事：９校の結果を踏まえてまたどうするか考えていきたいです。大き

い学校はたくさん使うし、小さい学校では、対象者が少ないので任せてほしいとのこ

とでしたが、一度市全体でやってみて、また検討したいと思います。 

戸塚委員：あくまで置くのは緊急時の対応ですよね。当然親も知るわけで、家で買わなくて

も学校にあるという方向に行く可能性は高いです。それは親にも子供にも伝えなく

てはならないです。そして、考察の中で、設置することで、対応する教員の手間が

省けるが、体の悩みや貧困の情報収集が少なくなる課題がある、とあるので、保健

室や担任の先生が家庭環境を知る手段として大事な部分ではあると思います。試行

的にやるのもいいですが、疑問は残ります。 

教育長：試験的にとりあえずやってみて、結果どういう状況になるかというところでしょう

か。 

学校教育課主席指導主事：学校にお任せしてやるかやらないかを決めてもらうかですね。 

岩尾委員：どのような生理用品を置くのか、もっと薄いものがいいとか、吸収率がよいもの

が欲しいとかなるかもしれません。置いてあるメーカーが合わないので、使わない

という人もいるかもしれないです。生徒さんとしては、教育委員会がここまでする

ようになったと思うのか、どうせならあのメーカーのものを置いてほしいと思うの

か、生の声も知りたいですね。保健室の対応は残しつつ、あくまでももしもの時の

設置であるというようにした方がよいと思います。 

学校教育課主席指導主事：設置した学校にアンケートを取りましたが、小学校は生理用品置

いてあってよかったは70％、中学校では95％が置いてあってよかったとのことでし

た。急になって、本当に困っている子が、トイレに出て保健室に行くよりは、トイレ

にあった方がよいと思ったのかもしれません。実際には友達にもらっているパターン

だと思います。保健室に行くのに抵抗がある人が、アンケートを少し書いて持ってい

くということで情報収集できるかと思っています。 

岩尾委員：体育館に置くのはどうですか？ 

学校教育課主席指導主事：体育館は外部の人が使うので、校内の方がよいと考えました。 

岩尾委員：生徒用と書いておけばよいかと思いますが。 
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学校教育課主席指導主事：部活で他校が来たときは、トイレットペーパーを保護者が置いて

行ってくれたりします。 

岩尾委員：運動の時が一番心配だと思います。体育の時に抜けて保健室に行くと目立って分

かってしまいますし。 

教育部長：生理の貧困が社会問題になっているときに、掛川市教育委員会でも何らかの対応

をしていますということでやってみたいと思います。ただ、このやり方が本当に困

っている子に届いているのか？と言われると、疑問はあります。そういう子だけを

対象にするともらいにくかったりすると思いますので、そういう子も含めてやり方

を試行した結果、続けてみることにしました。公の場で生理の話をできること自体

が時代が変わってきていますし、将来的にトイレットペーパーのように置いてある

のが当たり前になっていくかもしれませんし、やりながら、本当に困っている子に

届けるのはどのようにしたらよいのかなど模索をしていきたいと思います。 

橋山委員：困っているという判断はどこですることになるのでしょうか。 

教育部長：家庭が貧困で買えないとか、ネグレクトとかを学校で調べることになりますが。 

橋山委員：パーマをかけて、スマホを持っていて、洋服を着ていても、貧困だといえば貧困

になってしまうというのが、疑問です。どこまで手を差し伸べればよいのかと不思

議な感じです。 

教育部長：掛川にはニュースで言われる貧困と同等の貧困があるか、というと疑問はありま

すが、実際は困っていらっしゃる方はいます。 

橋山委員：ネグレクトと貧困は違うとは思いますが。 

学校教育課主席指導主事：今回は、数か月間、中学校全校でやってみて考察をするという形

で、と思います。また、その後一度結果を報告したいですがいかがでしょうか。 

岩尾委員：また、アンケートを取ってもらいたいです。 

教育長：友達とのやり取りはあるのでしょうか。 

岩尾委員：貧困とかは関係なく、やり取りは絶対あります。その時はメーカーのこだわりは

ないと思いますが、どのメーカーがよいかは話をしている。みんなで使ってみよう

というとか、この前もらったから、というやり取りはあると思います。もしかする

と、掛川市は生理用品置くようになったからみんなで使ってみようという話はある

かもしれません。それに慣れると、置く方の思惑と、使う方の思惑がずれてしまう

かもしれませんが。 

教育部長：用意をしている時としていない時で、保健室に来る人数は変化があるかどうかを

見てはどうでしょうか。 

学校教育課主席指導主事：配布した時に、それまではどうしていたかを聞けばよかったと思

いましたので、今回試行するときにアンケートに入れたいと思います。 

教育長：今は置いていない状況でどうなっていますか。今度は中学校だけになるので、実施

の前と後で調べてみてはどうですか。 

学校教育課主席指導主事：小学校は従来通りの対応でしたいと思います。中学校は必要かも

しれないので、再度全中学校で試行したいと思います。 

教育長：もう３か月くらい、同じ期間実施できるとよいですが。 

学校教育課主席指導主事：１月は周知が必要なので、２～４月だと年度をまたいでしまいま

すが。 

教育長：年度をまたがない方がいいので、４月から再開してはどうでしょうか。間は空きま

すが、それまで、全国の様子を見てみたいです。 

戸塚委員：全国には他に例はないですか？ 

学校教育課主席指導主事：詳しくは調べていないです。 

教育長：もう少し中学校で調査をしてみます。 

 

その他の意見はなく、承認された。 

 

５ 報告事項 
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(1) 地域部活動推進事業進捗状況について 

   教育政策課長から資料のとおり報告があった。 

 

(2) 教育費の割合と全国学調の平均正答率の関係について 

   教育政策課長から資料のとおり報告があった。 

 

(3) 掛川市の教育DXについて 

   教育政策課長から資料のとおり報告があった。 

 

(4) 第２回理想の学校アンケートの実施について 

   教育政策課長から資料のとおり報告があった。 

 

(5) 給食まんてんだよりについて 

   こども給食課長から資料のとおり報告があった。 

 

(6) 掛川市内小中学校のあらわれについて 

学校教育課主席指導主事から資料のとおり報告があった。 

 

(7) 「こころの相談ノート」運用について 

学校教育課主席指導主事から資料のとおり報告があった。 

 

(8) キャリア教育優良学校文部科学大臣表彰について 

学校教育課主席指導主事から資料のとおり報告があった。 

 

(9) 養護教諭制度80周年記念学校保健功労者文部科学大臣表彰について 

学校教育課主席指導主事から資料のとおり報告があった。 

 

(10) 「図書館フェスティバル」開催報告について 

図書館長から資料のとおり報告があった。 

 

(11) 令和４年度掛川市立幼稚園園児数見込みについて 

こども希望部長から資料のとおり報告があった。 

 

 

６ その他 

 

  (1) 次回以降教育委員会定例会の日程について 

 

    ア 教育委員会１月定例会 

      令和４年１月27日（木） 午前10時00分 

      掛川市役所南館 会議室 

 

    イ 教育委員会２月定例会 

      令和４年２月25日（木） 午前11時00分 

      掛川市役所南館 会議室 

 

  (2) その他の予定について 

 

ア 制服のあり方検討委員会準備会 
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   第１回 令和３年12月22日（水） 定例教育委員会後 

       教育長、教育委員と事務局のみ 

   第２回 令和４年１月27日（木） 午前９時～10時 

       教育長、教育委員、学校関係者と事務局 

 

イ 教育委員会研修視察 

   令和４年１月12日（水） 【行程案は、別紙参照】 

   愛知県飛島村立飛島学園（愛知県飛島村） 

   愛知県瀬戸市立にじの丘学園（愛知県瀬戸市） 

 

ウ 令和３年度 静岡県市町新任教育委員研修会（馨委員） 

   令和４年１月26日（水） 午後１時から３時50分 

   静岡県総合教育センター あすなろ 

   ※昼食あり 午後12時20分集合 

 

エ 第３回かけがわ教育ディスカッション 

   日 時：令和４年２月７日（月）午前10時30分～ 

   場 所：南館 会議室 

 

オ 第２回総合教育会議 

   日 時：令和４年２月25日（月）午前９時15分～ 

   場 所：掛川市役所本庁５階 全員協議会室 

 

カ 教育委員会臨時会 

    ① 第１回 日時 ： 令和４年３月２日（火） 午前10時30分 

          場所 ： 南館 教育委員会室 

    

８ 閉 会 

 

    教育長：教育委員会12月定例会を閉会します。 
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